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No.9
牛に対してマルボシルを
お使いの先生に、マルボシルの
メリットについて伺いました。

　　　　　　　  の
「短い使用禁止期間」と「効果」が
獣医師の方々に特に高く評価されている
という結果がでました。

■マルボシルのメリットを教えてください（回答者数464・複数回答あり）
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静注可能

マイコプラズマへの抗菌活性

強い抗菌力

投与後の優れた組織移行性

注射部位の組織変性の低減

筋注でも迅速な吸収

耐性菌を選択しにくい

マルボシル10％は投与量が
少なくてすむ

動物専用抗菌剤

コスト

製品濃度が2種類
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No.8

Actinobacillus pleuropneumoniae （App） 2）、3）

Pasteurella multocida 3）

Erysipelothrix rhusiopathiae（豚丹毒菌） 3）

Streptococcus suis（レンサ球菌） 3）

Haemophilus parasuis （グレーサー病）3)

Arcanobacterium pyogenes 3)

Salmonella spp. 3)

毒素原性Escherichia coli 4)

PRRSウイルス 3)

PCV2ウイルス（サーコウイルス） 3) 

①動物の扁桃に定着している病原体

②豚へのマルボシル2mg/kg筋肉内注射後における血漿中濃度の推移
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